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第３学年数学科学習指導案 
                         日 時：令和〇年〇月〇日（〇）〇校時 

                         学 級：第３学年〇組〇名 

場 所：３年〇組教室 

授業者：〇〇 〇〇 

１ 単元名 

   相似な図形（中点連結定理の利用） 

 

２ 単元の目標 

○平面図形の相似の意味及び三角形の相似条件について理解することができる。（知識及び技能） 

○三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確かめることができる。 

 平行線と線分の比についての性質を見いだし、それらを確かめることができる。 

（思考力、判断力、表現力等） 

○相似な図形の性質のよさを実感して粘り強く考え、図形の相似について学んだことを生活や学習

に生かそうとしたり、相似な図形の性質を活用した問題解決の過程を振り返って評価・改善しよ

うとしたりしている。（学びに向かう力、人間性等） 

 

３ 単元について 

（１） 生徒の実態 

学級全体の雰囲気として、普段の授業から積極的に学習に取り組む姿が見られる。特に、知識・技

能に関する問題演習では、自分が定めた目標に向かって積極的に学習ができていると感じる。一方で、

思考力・判断力・表現力等を発揮して取り組むような発展的な課題については、知識及び技能の定着

が確実でないために、うまく力が出せず途中でにあきらめてしまうことや、チャレンジしない生徒が

多い。 

  図形の分野では、２年時に学習した証明問題について、図形の合同の証明や平行四辺形になること

の証明は根拠となることがらを示して証明することができていた。また、証明の前段階として説明す

るような問題にも積極的に取り組むことができていた。一方で、合同の証明を利用して、辺の長さや

角の大きさを求めたり、さらに活用したりしていくような問題については苦手意識が強いという実態

である。３年生から、知識及び技能と思考力・判断力・表現力等の観点に準じたレポートに取り組ま

せたり、リフレクションシートを活用して振り返りの場面を設定したりして、苦手意識の改善をして

いる。 

 

（２） 教材について 

  ２年時では、三角形の合同条件を用いて、三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に確かめる

ことを学習している。ここでは、三角形の相似条件を用いて、三角形や平行線と比に関する図形の性

質を中心に論理的に確かめ、数学的な推論のしかたについての理解を深めることがねらいである。 

  本時の課題については、前時の中点連結定理を用いた証明をもとにさらに条件を加えて、特殊な四

角形になるときの性質を考えていく。まずはじめに作図ツールを使って帰納的に考え、そこから証明

していく流れとなる。証明については、自分で仮定を決め、ひし形や長方形になるために定義を確認

して結論に導くため、やや難しく感じることが予想されるが、既習事項を確認しつつ、生徒が主体的

に証明に取り組むように展開していきたい。 

 

（３） 指導について 

  相似の意味、三角形の相似条件の導入においては、実際に操作や実験などを通して、その性質や条

件などを直感的に導いている。推論の根拠として、三角形の相似条件を位置づけ、それを根拠にして

いろいろな図形の性質を定理として整理し、図形の相似をもとにして導かれた定理を体系づける展

開になっている。 

  証明の書き方が十分定着していない生徒も見られるが、まずは個人で見通しをもって課題について

考えさせて、論証の定着を図りたい。その上で、特に大切にすることとして、根拠となることがらを

明確に書き表すということを徹底して指導し、論証において根拠が 論証の柱であるということを理

解させていきたい。 
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（４） 生徒が「読み解く力」を、高め、発揮している姿とそのための手立て 

【「読み解く力」の二つの側面】 

Ａ…主に文章や図、グラフから読み解き理解する力 

Ｂ…主に他者とのやりとりから読み解き理解する力 

【「読み解く力」の三つのプロセス】 

①…発見･蓄積：必要な情報を確かに取り出す 

②…分析･整理：情報を比較し、関連付けて整理する 

③…再構築：自分なりに解決し、知識を再構築する 

 

【A①】問題解決に向けて、既習の定理を用いて

見通しをもつことができる。 

【B①】個人で考えたことをもとに、ペア・グルー

プ活動を通して、自分になかった考え方や表現方法

に気づき、理解している。 

・例題や問題演習をとおして、表現方法のきまりやポイントなどをノートや振り返りにまとめたことを

見直し、見通しをもつ。 

・ICTを活用して、自分や他人の考えを共有する時間を授業の中間に設定する。 

【A②】教科書の例題や図形の性質について、既

習の図形の性質や関係を論理的に整理し、論理を

組み立てている 

【B②】①で得た他者の考えと自分の考えを比較

し、ノートで振り返ることで、考えをより深めてい

る。 

・ペア・グループ学習や全体で共有した考え方などをもとに、再度自分自身で考えたりまとめたりして

深めていく。 

【A③】図形の性質が成り立つ理由を数学的な表

現を用いて説明したり、統合的・発展的に捉えた

りすることを通して、論理的に考察し表現してい

る。 

【B③】日常の生活や社会の事象などを、数学的な

表現を用いて説明したり、論理的に表現したりして

いる。 

数学の事象が実際の生活でどのように活用され

ているのかを考察している。 

・発展的な課題を通して、演繹的に論証することを理解する。 

・学習したことから、実生活で応用されていることなどを調べ、レポートや振り返りシートに記述す

る。 

 

 

 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 平面図形の相似の意味及び

三角形の相似条件について

理解している。 

② 相似な平面図形の相似比と

面積比の関係について理解

している。 

③ 基本的な立体の相似の意味

を理解し、相似な立体の相似

比と表面積の比や体積比の

関係について理解している。 

④ 誤差、有効数字の意味を理解

し、近似値を a×10nの形に

表現することができる。 

① 三角形の相似条件などを基

にして図形の基本的な性質

を論理的に確かめることが

できる。 

② 平行線と線分の比について

の性質を見いだし、それらを

確かめることができる。 

③ 相似な図形の性質を具体的

な場面で活用することがで

きる。 

① 図形の相似の意味や、相似な

図形の相似比と面積比や体

積比の関係を考えようとし

ている。 

② 図形の相似について学んだ

ことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

③ 相似な図形の性質を活用し

た問題解決の過程を振り返

って検討しようとしている。 
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５ 指導と評価の計画（全２２時間） 

 

次 時 主な学習活動 ●指導上の留意点 ◆ICTの活用 評価規準・評価方法 

一 

１ 

・タブレット上での 2 本の指の

操作によって、図形がどのよう

に拡大されているかを調べる。 

～単元全体を通して～ 

●授業の流れを示す 

・授業のはじめにめあてを提示して、そ

の授業で何を学習するのかを明確に

示すようにする。目標については、

「三角形の相似条件を理解すること

ができる」、「平行線と比の定理を利

用して、図形の性質を証明すること

ができる」など、本時で何ができるよ

うになればいいかを簡潔な形で示す

ようにする。その上で、本時の課題や

具体的な活動について板書するよう

に心がけ、授業の流れを明確にして

いく。 

 

 

 

●振り返りの活動 

・章・節ごとにリフレクションシートの

作成をしている。「学びの整理」「学び

の再構築」「レベルアップ」という項

目ごとに、自分の学習してきたこと

についてまとめていく。また、授業の

ノートには毎時間振り返りの記述を

するように指導をしていく。 

・振り返りについては、何がわかって何

がわかっていないかを考えて記述す

ることを意識させる。その指導をす

ることで、客観的に自分を見る視点

を育てていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・思③： ノート 

２ 

・平面図形の相似の意味と表し

方を知る。 

・ある図形の拡大図をかいて、対

応する部分の長さや角の大き

さの関係を調べる。 

・相似な図形の性質を確認する。 

・相似比の意味を知る。 

・図形の合同と相似の関係を考

える。 

・知①②：章末レポー

ト 

３ 

・相似の位置にあることの意味

を知る。 

・ある図形と相似の位置にある

図形をかく。 

・知①：章末レポート 

４ 

・相似な図形の辺の長さを、対応

する辺の比が等しいことを使

って求める。 

・相似な図形の辺の長さを、とな

り合う辺の比が等しいことを

使って求める。 

〇知①②：ノート 

     節末テスト 

５ 

・ある三角形と相似な三角形を

かくためには、何がわかればよ

いかを考える。 

・三角形の相似条件を確認する。 

・思①：行動観察 

    章末レポート 

 

・知①：行動観察 

６ 

・2 つの三角形が相似かどうか

を、三角形の相似条件を使って

判断する。 

〇知①：節末テスト 

７ 

・三角形の相似条件を利用して、

図形の性質を証明する。 

〇思①：節末テスト 

８ 

・直接には測定できない距離や

高さを、縮図を利用して求め

る。 

・思③：行動観察 

・態③：ノート 

     

９ 

・測定値の誤差の意味を知り、真

の値の範囲を不等号を使って

表す。 

・有効数字の意味を知り、測定値

を a×10 nの形に表す。 

・リフレクションシートに、これ

までの過程を振り返って、評

価・改善する。 

〇知④：節末テスト 

 

〇態①：ﾘﾌﾚｸｼｮﾝｼｰﾄ 

    行動観察 

二 

10 

・あたえられた手順でノートの

罫線を 3 等分し、その方法で

3等分できるわけを考える。 

・思②：行動観察 

    ノート 
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11 

・三角形の 1辺に平行な直線が、

他の 2 辺に交わるときにでき

る線分の比を調べ、成り立つ性

質を証明する。 

・三角形と比の定理を確認する。 

・三角形と比の定理を利用して、

線分の長さを求める。 

●授業展開の工夫 

・生徒の主体性をさらに育む工夫とし

て、授業時間内での問題や課題に取

り組む時間を多く確保する。そのた

め、答え合わせについては、章のはじ

めに教科書の問題の解答は配布して

各自で確認するようにしていく。そ

して、生徒にはそれでもわからなか

ったことを質問するように指導をし

ていく。教師が全体で確認が必要だ

と思うものについては、その都度確

認を行う。 

 

 

 

・問題演習の場面で、解き方や答えの確

認をする前に、全体で解き方のポイ

ントや活用できる既習事項について

交流する場面を作る。その展開をつ

くることで、「読み解く力」の分析・

整理→再構築のサイクルを促す。 

例）相似な三角形を記号∽を使って表

す場面では、辺や頂点に対応する図

を書くことで当てはまる相似条件が

見えてくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「概念の理解」に向けた発問の工夫 

・本単元では図形の性質に関する多く

の定理や考え方が出てくる。例えば

中点連結定理を根拠となることがら

として証明に利用したときに、「中点

連結定理でどのような関係が成り立

つのか」や「中点連結定理の証明に必

要な定理は何か・それはなぜか」など

の発問を行い、図形の相似が考え方

の根幹にあることなどを確認してい

きたい。 

 

 

 

 

 

・思②：行動観察 

 

 

 

・知②：ノート 

    章末レポート 

12 

・三角形と比の定理の逆が成り

立つことを証明する。 

・三角形と比の定理の逆を確認

する。 

・三角形と比の定理の逆を利用

して、2つの線分が平行かどう

かを判断する。 

・思②：ノート 

 

・知②：ノート 

    章末レポート 

13 

・三角形の各辺の中点を結んで

できた線分には、どんな性質が

あるかを調べる。 

・中点連結定理を確認する。 

・中点連結定理を利用して、線分

の長さを求める。 

〇知②：ノート 

    章末レポート 

    節末テスト 

14 

・四角形の各辺の中点を結ぶと、

どんな図形になるかを調べる。 

・四角形の各辺の中点を結んで

できる四角形は、平行四辺形で

あることを証明する。 

・思②： ノート 

15 

本

時 

・四角形の各辺の中点を結んで

できる四角形が、特別な四角形

になるための条件を調べ、証明

する。 

・知①：ノート 

〇思②：行動観察 

     ノート 

16 

・平行線に直線が交わるときの

線分の長さの求め方を考え、説

明する。 

・平行線と比の定理を確認する。 

・平行線と比の定理を利用して、

線分の長さを求める。 

・思②：ノート 

 

・知②：ノート 

     節末テスト 

17 

・平行線と比の定理を利用して、

線分の長さをあたえられた比

に分ける。 

・平行線と比の定理を利用して、

図形の性質を証明する。 

・リフレクションシートに、これ

までの過程を振り返って、評

価・改善する。 

・思②：ノート 

 

 

 

〇態③：ﾘﾌﾚｸｼｮﾝｼｰﾄ 

行動観察 

三 

18 

・相似比が 1：2の 2つの四角形

で、大きい四角形を切って、小

さい四角形を 4 つつくること

ができるかどうかを考える。 

・相似な三角形について、相似比

と面積比の関係を調べる。 

・思①：行動観察 

     ノート 
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※指導に生かす評価を行う代表的な機会については「・」を、その中で特に学級全体の生徒の学習状況につ 

いて、総括の資料にするために記録を行う機会には「〇」を付けている。 

 

６ 本時の目標（本時：１５／２２時間目） 

・中点連結定理を利用して、図形の性質を証明することができる。 

 ・特殊な四角形が成り立つ条件を導くことができる。       〔思考力、判断力、表現力等〕 

 

 

 

７ 本時の評価規準 

・長方形やひし形、正方形は、平行四辺形の特別な形であることを理解している。  （知識・技能） 

・中点連結定理を利用して、図形の性質を証明している。          （思考・判断・表現） 

 

 

 

８ 本時の展開  ※実線は、「読み解く力」のＡの側面、波線は、Ｂの側面に関わる留意点や評価規準 
 

 主な学習活動等 指導上の留意点(・) ICTの活用(☆) 評価規準(□) 

10

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．前時の振り返り 

・前回の学習で行った証明の方法や、四角形 EFGH

についてどのような方法で調べたかを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時までに平行四辺形になることを証明

しておく。 

 

・次の流れで振り返りをしていく。 

１．四角形 EFGHはどのような四角形にな

ったか 

２．なぜ四角形 EFGHは平行四辺形といえ

るか 

３．辺 EFと HG（辺 EHと FG）が平行と

いえるのは、四角形 ABCDのどこに注目

したか 

 

 

 

19 

・相似な多角形や円について、相

似比と面積比の関係を調べる。 

・相似な平面図形の相似比と面

積比の関係を確認する。 

◆『日常生活や社会の事象』を数学的に 

表現した問題に変換するためのツー

ルとしての活用方法 

・iPadのツールを使ってカメラで撮っ

た写真に書き込みをすることで、実

際の場面を平面図形として考える。

例）人の視線は直線、地面や柱は平面

や垂線、鏡に反射した光を対象な図

形（同じ大きさの角）のように考える

など 

 

◆グループ学習の工夫 

・メタモジを活用して、グループ学習の

活性化を図る。グループ学習の機能

を使い、別々の解き方の方法を知ら

せて考えさせるなど、より多くの考

えが出し合えるように導いていく。 

 

 

・思①：章末レポート 

20 

・相似な平面図形の相似比と面

積の関係を利用して、具体的な

問題を解決する。 

〇態②：ノート 

    行動観察 

21 

・立体の相似の意味を知る。 

・相似な立体で、相似比と表面積

の比や体積比の関係について

調べる。 

・相似な立体の相似比と表面積

の比や体積比の関係を確認す

る。 

・知③：ノート 

    章末レポート 

 

・思②：行動観察 

22 

・相似な立体の相似比と表面積

の比や体積比の関係を利用し

て、具体的な問題を解決する。 

・リフレクションシートに、これ

までの過程を振り返って、評

価・改善する。 

〇思②：ノート 

 

〇態③：ﾘﾌﾚｸｼｮﾝｼｰﾄ 
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10

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師「前回の学習で、四角形 EFGH はどのような

四角形になりましたか？」 

生徒「平行四辺形になりました。」 

教師「なぜ EFGHは平行四辺形といえましたか？」 

生徒「一組の対辺の長さが等しくて平行といえたか

らです。」 

教師「辺 EFと HG（辺 EHと FG）が平行といえる

のは、四角形 ABCD のどこに注目したから

ですか？」 

生徒「四角形 ABCDの形？辺の長さとか？」 

  「四角形 ABCDの２本の対角線の関係？」 

教師「それらの条件から、この四角形 EFGH につ

いてさらに言えることはないですか？」 

 

 

２．本時の課題に取り組む 

・四角形 EFGH が特殊な四角形になるための条件

について考える。 

 

 

 

 

 

教師「四角形 ABCDの対角線 AC、BDがどのよう

な条件のとき、長方形やひし形になります

か。タブレット端末やノートを使って考えて

みましょう。」 

教師（根拠が曖昧である生徒に対して） 

  「この図は本当に長方形（ひし形）になってい

ますか？長方形（ひし形）だとしたら、どん

な性質があるからでしょうか？」 

生徒「四角形 EFGHの内角がすべて９０°？」 

  「すべての辺の長さが同じになっている？」 

「２本の対角線が垂直（等しい）であれば成り

立つ？」 

 

 

３．全体共有をする 

・ここまでの取り組みで自分の考えたことをまと

める。 

教師「対角線 AC、BDにどのような条件を加える

と長方形もしくはひし形になりましたか？」 

生徒「四角形 ABCDの２本の対角線が垂直（等し

い）であるとき、長方形（ひし形）になりま

す」 

 

 

 

 

 

 

☆各自でデジタル教科書の作図ツールを用

いながら、四角形 ABCDの形を変えても

同じ証明が成り立っていることを確認す

る。 

 

・四角形 ABCDの対角線の関係に気づきに

くい場合については、再度証明を読んで、

AC と EF の長さの関係について確認す

る。 

 

・さらに条件を加えることで、四角形EFGH

について別のことがいえないかどうかを

問いかける。 

 

 

 

☆デジタル教科書のツールを活用して、四

角形ABCDを動かしながら条件に合う図

をつくる。 

 

・帰納的に考えてノートに図をかいて考え

ている生徒に対しては、その長方形もし

くはひし形ができる根拠となることがら

が何なのかを考えるように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いくつかの考えを全体共有する。その際

に、帰納的な考えと演繹的な考えを比較

していく。その流れから、証明の方法につ

いて考えるように促していく。 

 

・再構築のポイントとして、既習事項の振

り返りであるということもおさえておき

たい。ここでは、長方形・ひし形の定義の

確認がそれにあたる。 

 

 

 

 

 

本時の課題 
四角形 ABCDの対角線 AC、BDにどんな条件
があれば、四角形 EFGHは長方形もしくはひし
形になるのか？ 



- 7 - 

 

15

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５

分 

 

 

 

 

５

分 

４．ひし形の証明について考える。 

・ひし形の証明ができたら、長方形の証明にも取り

組んでいく。 

教師「なぜ、その条件だと四角形 EFGH がひし形

になるか証明しましょう。」 

生徒「仮定が垂直になること？」 

  「ひし形の定義が結論になってくる？」 

教師「そもそも、ひし形とはどんな図形でしたか？

最初にわかっていること、そして、最後に示

したいことを考えて証明を書いていきまし

ょう。」 

 

 

５．正方形になるときについて考える。 

・対角線の条件を考えていく。 

 

 

 

 

６．本時の振り返りをする。 

・ノートに本時の学習についてまとめる。 

 

 

 

・ひし形のほうが長さの関係を示していく

だけになるので難易度が低く、ここでは

ひし形の証明から取り組んでいく。 

 

・証明ができている生徒がいれば、全体で

取り上げて共有していく。 

 

 

 

 

 

 

 

・あらかじめ平行四辺形・ひし形・長方形・

正方形を並べた図を用意しておく。正方

形まで調べるのが時間的に厳しい場合

は、本時の振り返りとして扱ってもかま

わない。 

 

 

□思②：ノート 

 

 

 


